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多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

山
名
宗
全
（
一
四
〇
四

〜
七
三
）
は
室
町
時
代
後

期
の
守
護
大
名
で
応
仁
の

乱
で
は
西
軍
の
将
と
し
て

東
軍
の
管
領
細
川
勝
元
と

戦
い
ま
し
た
。
そ
の
邸
宅

の
跡
は
堀
川
通
上
立
売
下

　

正
解
者
の
中
か
ら
、
抽
選
で
３

　

前
回
の
正
解
は

山
名
宗
全
宅
址
の
碑
で
す
。

名
の
方
に
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。

　

は
が
き
に
、
答
え
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
本
紙
へ
の
感
想

等
（
感
想
は
紙
面
で
掲
載
の
場

合
あ
り
）
を
ご
記
入
の
う
え
、

〒
602
―
８
５
１
１　

上
京
区
役

所
「
か
み
ぎ
ょ
う
」
係
ま
で
。

締
切
り
は
８
月
31
日
（
消
印
有

効
）。

る
西
側
に
あ
り
、
今
も
山
名
町

に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

応
仁
の
乱
は
応
仁
二
年
（
一

四
六
七
）
に
発
生
し
た
大
乱

で
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）

に
山
名
・
細
川
両
雄
が
相
次
い

で
没
し
た
後
も
文
明
九
年
（
一

四
七
七
）
ま
で
続
き
ま
し
た
。

「
西
陣
」
の
地
名
は
山
名
方
の

西
の
陣
に
由
来
し
ま
す
。（
い
）

ヒント　間もなく取りこわ
されます。

ここはここは
　どこ？　どこ？

第209回

献
血
は

〝
愛
の
贈
り
物
〞、

貴
い
命
を
救
い
ま
す
。

　

人
間
の
生
命
を
維
持
す
る
の

に
欠
か
せ
な
い
血
液
は
、
人
工

的
に
造
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
血
液
は
生
き
た
細

胞
で
あ
り
、
長
期
間
保
存
で
き

な
い
た
め
、
輸
血
の
た
め
の
血

液
を
確
保
す
る
に
は
、
絶
え
ず

誰
か
の
献
血
が
必
要
で
す
。

　

特
に
輸
血
の
効
果
を
高
め
、

副
作
用
や
ウ
ィ
ル
ス
感
染
な
ど

の
危
険
を
少
な
く
す
る
こ
と
が

で
き
る
400
㎖
献
血
の
必
要
性
は

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

区
内
で
は
、
各
学
区
の
献
血

組
織
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
献
血

が
行
わ
れ
、
平
成
24
年
度
は
、

延
べ
18
回
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
者
数
は
580
人
で
、
対
前
年

比
約
109
％
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
的
に
献
血
者
数

は
横
ば
い
傾
向
で
す
が
、
若
年

層
（
10
代
、
20
代
）
の
献
血
者

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
を
迎
え
て
い
る
現

在
、
幅
広
い
年
齢
層
に
よ
る
献

血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不

可
欠
で
す
。
献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
献
血
基
準
（
400
㎖
）

年
齢　

男
性　

17
〜
69
歳

　
　
　

女
性　

18
〜
69
歳

（
65
歳
以
上
の
方
は
、
60
〜
64

歳
に
献
血
経
験
が
あ
る
方
に
限

り
ま
す
。）

体
重　

男
女
と
も
50 

kg
以
上

年
間
献
血
回
数　

　
　
　

男
性　

３
回
以
内　

　
　
　

女
性　

２
回
以
内

年
間
総
献
血
量　

　
　
　

男
性　

１
千
200
㎖
以
内

　
　
　

女
性　

 

800
㎖
以
内

※
献
血
手
帳
ま
た
は
献
血
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
管
理

担
当
（
☎
432
・
３
２
２
１
）

手
で
あ
ら
わ
す
言
葉
「
手

話
」
を
一
緒
に
学
び
ま
せ

ん
か
？

　

手
話
を
覚
え
て
み
た
い
け

ど
、
難
し
そ
う
…
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。 

　

大
人
も
子
ど
も
も
初
め
て
の

方
で
も
楽
し
め
る
内
容
の
講
座

で
す
。
手
話
に
興
味
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時

①　

第
１
ク
ー
ル

　

９
月
３
日
（
第
１
回
）・
10
日

（
第
２
回
）・
17
日
（
第
３
回
）

火
曜
日
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

②　

第
２
ク
ー
ル

　

９
月
７
日
（
第
１
回
）・
14
日

（
第
２
回
）・
21
日
（
第
３
回
）

土
曜
日
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

＊
①
・
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

内
容　

聴
覚
障
害
の
方
と
と
も

に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、
楽

し
く
手
話
を
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

場
所　

上
京
区
社
協
２
階

費
用　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
の
み

会
場
で
別
途
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い
。）

定
員　

各
回
20
名
（
先
着
順
）

申
込
み　

電
話
ま
た
は
℻ 
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
日

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
ル
ー
ム
」
に
遊

び
に
来
ま
せ
ん
か
♪

○
上
京
チ
ル
ド
ピ
ア
（
毎
週

火
・
木
・
金
曜
日
）

○
聚
楽
エ
ン
ジ
ェ
ル
（
毎
週
水

曜
日
）

対
象　

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
と

保
護
者

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

上
京
区
社
会
福
祉
協
議

会
２
階
プ
レ
イ
ル
ー
ム

問
＝
上
京
区
社
協
（
☎
432
・
９

５
３
５
、
℻ 
432
・
９
５
３
６
、

堀
川
通
中
立
売
西
入
一
筋
下
る　

元
聚
楽
小
学
校
内
）





















































　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
中
で
最

も
多
い
も
の
が
生
ご
み
で
、
年
間

約
８
万
ト
ン
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
４
割
が
食
べ
残
し
な
ど
無
駄

に
出
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ま

た
、
水
分
が
十
分
に
切
ら
れ
て
い

な
い
物
も
多
く
、
ま
だ
ま
だ
減
量

の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
買
っ
た
食
材
を

「
使
い
キ
リ
」、
作
っ
た
料
理
を

「
食
べ
キ
リ
」、
ご
み
を
出
す
前
に

「
水
キ
リ
」、
こ
れ
ら
の
３
つ
の

「
キ
リ
」
を
合
言
葉
に
生
ご
み
を

減
量
す
る
「
生
ご
み
３
キ
リ
運

動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
生
ご
み
３
キ
リ
運
動
」

を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

啓
発
ソ
ン
グ
や
啓
発
ア
ニ
メ
を
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
し
て
い

ま
す
の
で
「
京
都
生
ご
み
ス
ッ
キ

　

本
市
で
は
、
市
内
在
住
の
健
康

保
険
加
入
者
を
対
象
に
、
医
療
費

の
自
己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
の

あ
る
制
度
は
そ
の
一
部
）
を
助
成

す
る
福
祉
医
療
制
度
（
左
表
）
を

設
け
て
い
ま
す
。
適
用
を
受
け
る

に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給

内
容
、
一
部
負
担
金
や
申
請
に
必

　

長
期
優
良
住
宅
の
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
規
定
す
る
認
定

長
期
優
良
住
宅
で
、
平
成
26
年
３

月
31
日
ま
で
に
一
定
の
要
件
（
床

面
積
要
件
等
）
を
満
た
し
新
築
さ

れ
た
場
合
、
新
た
に
課
税
さ
れ
る

年
度
か
ら
５
年
度
分
（
３
階
建
以

上
の
耐
火
建
築
物
又
は
準
耐
火
建

　

入
院
や
高
額
な
外
来
受
診
の
予

定
が
あ
り
、
高
額
な
自
己
負
担
金

が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。「
限
度
額
適
用

認
定
証
」
等
を
申
請
に
よ
り
交
付

い
た
し
ま
す
。「
認
定
証
」
を
医

療
機
関
へ
ご
提
示
い
た
だ
く
と
、

次
の
よ
う
な
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ア　

医
療
費
の
支
払
い
が
世
帯
の

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
で
済
み
ま

す
。

イ　

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
に
限
る
。）。

※
「
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
証
と
印
か
ん
を

持
っ
て
、
保
険
年
金
課
に
申
請
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
70

歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

○
「
こ
ろ
ば
ん
塾
」（
運
動
器

の
機
能
向
上
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

（
全
13
回
）

日
時　

９
月
５
日
〜
11
月
28
日
の

毎
週
木
曜
日
午
後
３
時
〜
４
時

会
場　

上
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

体
力
測
定
、
ス
ト
レ
ッ

チ
、
下
肢
筋
力
向
上
・
バ
ラ
ン
ス

能
力
向
上
運
動
、
転
倒
予
防
運

動
、
講
話
な
ど

定
員　

10
名
程
度
（
先
着
順
）

　

上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
こ
こ
ろ
の
病
を
持

つ
人
も
持
た
な
い
人
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
は
、「
発
達
障
害
」
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
人
の
発
達
障
害
と
は
ど
ん
な
も

の
な
の
か
、
日
常
生
活
で
ど
ん
な

こ
と
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
の
か
、

周
り
の
人
は
ど
の
よ
う
に
接
し
た

ら
よ
い
の
か
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
２
日
（
月
）
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
午
後
１
時

開
場
）

会
場　

京
都
社
会
福
祉
会
館
（
猪

熊
通
丸
太
町
下
る
中
之
町
519
）

※
会
場
に
は
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

内
容　

講
演
「
大
人
の
発
達
障
害

に
つ
い
て
」

講
師　

小
谷
裕
実
氏
（
花
園
大
学

社
会
福
祉
学
部
教
授
、
医
師
）

定
員　

100
名
程
度
（
定
員
を
超
え

た
場
合
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
み　

８
月
15
日
（
木
）
〜
８

月
28
日
（
水
）
に
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

主
催　

上
京
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
事
務
局　

上
京

保
健
セ
ン
タ
ー
）

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課
母
子
・

精
神
保
健
担
当
（
☎
432
・
３
２
２

１
）

　

左
表
の
手
当
の
支
給
を
引
き
続

き
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
期
間
に
届

出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

届
出
を
お
忘
れ
に
な
る
と
、
８

月
分
以
降
の
支
給
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

現
況
届
・
所
得
状
況
届

の
提
出
を
お
忘
れ
な
く

年金・手当 提出書類 提出先・問合せ先

児童扶養手当 現況届
支援保護課支援第一担当
（☎441-5119、プレハ
ブ棟２階⑰番窓口）

特別児童扶養手当 所得状況届

支援保護課支援第二担当
（☎441-5121、プレハ
ブ棟２階⑱番窓口）

特別障害者手当

現況届
障害児福祉手当
経過的福祉手当
外国籍市民重度
障害者特別給付金

制度名（問合せ先） 対象となる方

ひとり親家庭等医療
（福祉介護課）

※平成25年８月から
父子家庭も対象

次のいずれかに該当する方
①　 生計を一にする父又は母のいない、18歳到達

後最初の３月31日までにある児童
②　①の児童と生計を一にする父又は母
③　 両親のいない児童と、その児童を扶養する20

歳未満の方など

老人医療
（福祉介護課）

65歳以上70歳未満で、次の①又は②の世帯の方
①　所得税非課税世帯
②　 ア．寝たきり、イ．一人暮らし、ウ．同居者が

親族のみで、全員が60歳以上、18歳未満又は
一定の障害のある方の世帯

重度心身障害者医療
（福祉介護課）

次のいずれかに該当する方
①　１級又は２級の身体障害者手帳を持っている方
②　知能指数が35以下の方
③　 ３級の身体障害者手帳を持ち、知能指数が50

以下の方
④　３歳未満で障害の程度が①～③と同程度の方

重度障害老人健康管
理費（保険年金課）

後期高齢者医療の資格がある方で、重度心身障害者
医療の①～③のいずれかに該当する方

※所得制限あり
※老人医療は一部負担金を払う必要があります。

　上京区では、住み慣れたまちでいきいきと暮らし、お互いに理解を深め、共に支えあうことを目
的に講座を開催します。
　「ふくしをなんでもしっとこ講座」では、「障害のある方への理解」をテーマに、映画上映と障害
のある方の声を通して、地域で共に生きることをいっしょに考えます。また、「ふくしをなんでも
やっとこ講座」では、実技・体験等を踏まえて、より深く学び、理解していただく場とし、今回は
障害のある方と上京区のまちを散策してバリアフリーについて考えます。

○ 第１回上京区ふくしをなんでもしっとこ講座 
～もっとしっとこやっとこ～
日時　 ８月31日（土）午後１時30分～４時30分 

（開場は午後１時）
会場　 同志社大学寒梅館　地下１階ハーディーホール

（地下鉄今出川駅２番出口から烏丸通を北進）
内容　第１部　
　　　「楽しんでます！車イスでのキャンパスライフ」
　　　聞き手： 森口弘美氏（同志社大学社会学部社会

福祉学科助教）
　　　話し手： 北川雄也氏（同志社大学総合政策科学

研究科）　他１名
　　　第２部　映画鑑賞「最強のふたり」
　　　　　　　車いす利用者とサポートする人のお話
　　　　　　　 ※ユニバーサル上映（日本語字幕と音

声ガイド付）、パソコン通訳あり
定員　 800名（申込不要・先着順）※車いすでご来場

の方は、事前にご連絡ください。

○ 上京区ふくしをなんでもやっとこ講座
日時　 ９月28日（土）午後１時30分～４

時30分（午後１時から受付）
会場　 同志社大学キャンパス内及び学外

周辺
　　　〈集合・解散場所〉
　　　 同志社大学烏丸キャンパス　志高

館地階学生ラウンジ（地下鉄今出
川駅１番出口から烏丸通を北進）　

テーマ　 「まち探検！バリア発見！～障害の
ある人と考えるバリアフリー～」

内容　 講義、実技・体験等、交流・報告
　　　 コーディネーター：森口弘美氏（同

志社大学社会学部社会福祉学科助
教）　

定員　 30名程度（事前申込制）※上京区
社会福祉協議会へお申込みくだ
さい。

“第１回上京区ふくしをなんでもしっとこ講座～もっとしっとこやっとこ～”、
 “上京区ふくしをなんでもやっとこ講座” 開催！
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上
京
区
体
育
振
興
会
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合
会
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催
に
よ
る
第
55
回
上
京
区
壮
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
６
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２
日
に
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催
さ
れ
、
１
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２
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合
わ
せ

て
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チ
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が
参
加
し
ま
し
た
。

　

好
プ
レ
ー
が
随
所
に
見
ら
れ
る

熱
戦
の
結
果
、
１
部
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室
町
体

振
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写
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２
部
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仁
和
体
振
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ー
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が
そ
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優
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ま
し
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１
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勝
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７
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28
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催
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京
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を
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覧
く
だ
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ま
た
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
機

や
生
ご
み
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
購

入
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。　

問
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上
京
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コ
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ち
ス
テ
ー
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ン
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０
７
７
６
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校
舎
棟

１
階
㉒
番
窓
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）

要
な
書
類
等
に
つ
い
て
は
担
当
課

に
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問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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⑯
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３
８
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⑤
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２
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翌
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方
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（
同
業
者
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よ
る
国
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合
員
の
方
は
、
各
健
康
保
険
の
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※
い
ず
れ
も
要
支
援
・
要
介
護
状

態
以
外
で
区
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
方
が
対
象
。
要
予
約
。
参
加
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無
料
。
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７
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７
、
小
川
通
今
出
川
下
る
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入
東

今
町　

京
都
市
小
川
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
内
）

問
＝
支
援
保
護
課
支
援
第
二
担
当

（
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・
５
１
２
１
）

エ
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よ
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エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
り

参加費　いずれも無料
主催　上京区役所、上京区社会福祉協議会 共催　同志社大学学生支援センター・障がい学生支援室
問＝上京区社会福祉協議会（☎432-9535　FAX432-9536）
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各
種
教
室
の
ご
案
内

国
民
健
康
保
険
、

国
民
健
康
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の
お
知
ら
せ

上京区関連の
「学まちコラボ事業」

　「学まちコラボ事業」は、本市と公益財
団法人大学コンソーシアム京都が協働で、
大学と地域が一体となり『コラボ』する
企画・事業の中から、まちづくりや地域
の活性化に資するものを募集し、審査の
うえ認定するもので、今年度は16事業を
支援事業として、１事業を奨励事業とし
て認定しました。
　上京区関連では次の事業を支援事業と
して認定しました。
○ 都ライト'13（都ライト実行委員会、同
志社大学、京都造形芸術大学）
　町家の中から格子越しにこぼれる「暮
らしの灯り」を家の内側からライトを使
うことで表現する。
問＝市・市民協働政策推進室（☎222-3103）、
（公財）大学コンソーシアム京都（☎353-9163）

暮
ら
し
の
行
政
困
り
ご
と
相
談

日
時　

９
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
所　

 

地
域
力
推
進
室
（
広
聴
担
当
）

（
校
舎
棟
１
階
㉓
番
窓
口
）

問
＝
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都
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政
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務
所
（
☎
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・
１
１
０
０
）

上
京
こ
こ
ろ
の

ふ
れ
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

講
演
会

１日目　10月２日（水）午前９時～10時30分
内容　・ 青年期健康診査（問診、身体計測、診

察、血圧測定、尿・血液検査）
　　　・骨粗しょう症予防健診（希望者のみ）
費用　・青年期健康診査　500円
　　　・骨粗しょう症予防健診　1,000円
　　　※免除制度があります。
２日目　 10月16日（水）午前９時30分～受付開始
内容　午前９時45分～　 健診結果の説明、運動

実技「ヨガ」
　　　午前11時30分～　個別相談（希望者のみ）
※２日目は無料。水分補給できるものをお持ち
になり、動きやすい服装でお越しください。
場所　上京保健センター
対象　18歳から39歳までの方で２回とも参加で
きる方（子どもと一緒の参加も可）
定員　15名（先着順）
申込み　８月26日（月）午前８時30分から受付
を開始しますので、電話でお申込みください。
定員に達し次第、受付を終了します。
問＝健康づくり推進課成人保健・医療担当（☎
432-3221）

目指そう！
ハンサムウーマン!!

ハンサムマン!!ハンサムマハンサムマ
健診×

かける

ヨガ 講座
～10時30分

マンママ

10時30分

ン!!


